
 ◇ 
　本書は、自治体職員として理解しておくべき予算の基本や予算要
求の実務について、50のポイントにわけて、まとめてあります。
　また、この中で、人口減少時代における予算と事業について、自
治体職員にとって大切な考え方やノウハウについて、わかりやすく
説明をしています。

 ◇ 

はじめに

　公務員になれば、一度は、事業担当者になったり、部署の予算担
当者になるのではないでしょうか。そこでは、予算要求という仕事
があります。「厳しい財政状況の下、財源不足が発生する見込みで、
事業の取捨選択が厳しく問われる」「地球温暖化対策、省エネル
ギー対策を積極的に推進」「感染症には引き続き万全を尽くす」と
いった予算編成方針や幹部職員の話を聞いていると、初めて担当に
なったり、まだ慣れていなければ、どうしたらよいのか不安になる
こともあるのではないでしょうか。
　このような方も含めて、様々な業務を担当している公務員の皆さ
んのために予算要求のポイントをまとめたものが本書です。予算の
制度から実際の要求の事務に至るまで、50の項目に分けて、法的な
観点から実務、そしてノウハウなどをわかりやすく、かつコンパク
トにまとめています。わかりやすい実用書としてはもちろん、理論
的な裏付けを学びたい人にも活用できるように工夫しています。
　予算要求の事務は、毎年の恒例行事として、制度に基づいて粛々
と進められるといった印象を持つかもしれませんが、実は、人間的
な側面というか、政治的な様相も垣間見えるところがあります。ま
た、短期間の勝負という印象についても、それまでの助走期間の取
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り組みの成果が、反映されるものであり、長期戦の視点も欠かすこ
とができません。
　国内外の情勢は、これまでにないほど激しく変化しています。我
が国では、少子高齢化が続き、国力の低下が各種統計でみられるよ
うになってきました。この中で、各自治体の仕事は、地域社会と地
域経済を元気にする大切な役割を担っており、その仕事は、より重
要性を増しています。この自治体の政策を作るのが予算編成、そし
て予算要求こそがベースであり、本丸とも言ってよいのです。
　予算要求に関して、要求事業の経費の区分から予算査定の手法な
どについては、自治体ごとの伝統と工夫の積み重ねで、差異を見る
ことができますが、最終的には、住民の福祉向上を目的としている
のは、同じです。
　このような予算要求に関わる職員一人ひとりが、生き生きと、や
りがいを持って業務に当たれるとしたら素晴らしいことです。と同
時に、地域にとっては、喜ばしいことであり、そのために、本書が
少しでも役立つことになれば、望外の喜びです。

2023年 9 月

吉田　博
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イベント等経費

（ 1）イベント等経費
　まちおこしや行政施策の市民への周知、普及啓発などために、イ
ベントを開催することは各地で見られてきました。この一方で財政
状況は厳しく、さらにコロナ禍で不要不急の活動は控える、という
ことで、多くのイベントが中止となりました。
　イベントの効果は短期では見えずらく、この中止によるマイナス
面もはっきりしたものは出てきません。
　これまで継続的に開催してきた事業でも、単純に再開を考えるの
ではなく、時代の変化の中で、役割が薄れたものはないのかなど、
あらためて必要性などが厳しく問われています。
　また、セミナーなどは、オンラインで行うことが選択肢の一つに
なります。会場の確保とその費用もかからず、感染症対策のために
人数を絞るようなことも必要ありません。遠方の方も参加できます
し、天候や交通状況にも影響されません。さらに、当日使用した資
料や動画はそのままアーカイブとして残しておくことが可能で、後
日に参加できなかった人なども視聴することができます。
　ただし、参加者同士のコミュニケーションを重視したり、討論会
的な要素があるセミナーには、対面方式によることが望ましい場合
もあるでしょう。
　予算要求では、まずは、オンライン方式でできないかを検討した
上で、それが難しければ、対面方式を採用する、といった順番で考
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えていくことが適当でしょう。
　各自治体には、数多くの式典を開催してきた経験があり、そのた
めの各種備品をはじめ、ノウハウを持っているはずですが、部局単
位に止まっていることが多いようです。それを、庁内の共通資産に
置き換え、全庁的な活用の仕組みを構築してくことが求められます。
　「イベント・式典等で使用する物品は、市で所有しているものは
最大限に活用し、安易にリース等により調達しないこと」（京丹後
市R5）
　奈良市では、職員提案によって、行事の必要備品の有効活用を図
れるよう、貸出、借受けルールを策定しました。

（ 2）イベント経費の積算
　イベントの主な積算項目をあげてみると、
・シンポジウムやセミナーであれば、その開催の趣旨にふさわしい
講師やパネリストの招へいが、ポイントになります。見積もりの時
点では、必ずしも特定の名前までは必要はありませんが、どの分野
のどのクラスなのかはおさえておきたいところです。謝礼は自治体
で基準が定められていますが、これに当てはまらない場合もありま
す。趣旨などに理解を求めながら、各自治体で妥当とされる金額で
理解を得るような交渉も欠かせないでしょう。
・会場については、開催が土日の想定で、大きなキャパが必要なら、
早く仮予約をしておかなければ、すぐに埋まってしまいます。会場
使用料のほか、設備使用料も意外とかかることがあるので、施設側
によく確認をしておくことが必要です。
・当日のプログラムやパンフレットなど参加者への配布物も、でき
るだけ簡素にすることが求められますが、実際に用意する場合は、
意外と経費はかかるので、過去の実績確認や参考見積もりを徴して
おきましょう。
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・託児サービスを行うとすれば、そのスペースの確認、担うのはボ
ランティアか民間の団体にするのかでも経費は異なってきます。
・会場内の看板、垂れ幕、玄関前の立て看板など別途費用が必要と
なることが少なくないので、施設側と十分打ち合せをしておくこと
が必要です。
・参加者の体験活動があったり、移動するようなことがあれば、そ
の態様に応じて、保険も検討していくことになります。
〈見積もりの事例〉
　鳥取県西部地震15年フォーラム開催事業〔西部地震15年事業〕1

　平成27年は、鳥取県西部地震（平成12年10月 6 日）から15年の節
目にあたることから、この機会を捉えて、防災意識向上事業を実施
することにより、風化が懸念される鳥取県西部地震の教訓を再認識
するとともに、県民の防災意識の向上や防災・減災マインドを醸成
する契機とする。
　また、人口減少や地域間連携の視点を踏まえ、これからの防災の
あり方について考える。
○予算要求額
■報償費　　150千円
　講師　 50,000円
　パネリスト等 　100,000円（20,000× 5 名）
■特別旅費　200千円
　講師　　　 150,000円（宮城・ 1泊 2日）
　地震体験者、パネラー等　 50,000円（県内10,000円× 5名）
■食糧費　　160千円
　講師ほか弁当、茶菓代　（2,000円×20名）
　意見交換会費（8,000円×15名）
■その他需用費　700千円
　看板、垂れ幕、チラシ、プログラム作成　700,000円
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■役務費　　100千円
　テープ起こし、要約筆記　100,000円
■使用料及び賃借料　350千円
　会場使用料　　350,000円
　　　　 　 　　 　　 　　 　　　　　　合計　1, 660千円

　防災についは、その地域によっての状況は異りますが、官民あげ
ての取り組みが大切であり、防災意識の向上のイベントの必要性は
小さくありません。節目の年に実施する、ということも納得されや
すいでしょう。
　経費については、イベントの開催の目的からみて、講師など出演
者などの人数や謝礼、開催 PRや参加人数と会場の規模、関係資料
の作成経費などから、過大ではないのか、また、他の防災対策事業
でどこまで経費をかけているのかといった相対的な側面もあわせて、
妥当性を判断していきましょう。

（ 3）周年行事
　イベントが大きく見直される中、周年行事についても、これまで
の開催間隔をあけるなど、見直しの対象となるでしょう。しかし、
最近は、都市のアイデンティや魅力をアピールするシティプロモー
ションの観点から実施されることもあるようです。
　そこで、周年行事の予算要求を考えてみましょう。
　例えば、姉妹都市40周年記念行事ならば、過去の周年行事の実績
を調査するのが、見積もりのスタートになります。互いの都市への
訪問団の有無によっても、経費は大きく異なります。また、旅費な
どについて参加者に応分の負担を求めることも大切な視点になりま
す。
　さらに、国際部門だけで行事を行うのではなく、全庁的に既存事
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財政担当者への対応

（ 1）財政担当者の考え方
　物事の交渉は、相手が何を考えているかを知ることが大切です。
予算査定における財政担当者の考え方をおさえておきましょう。
　財政担当者は、まず、予算見積りの基準に則った要求になってい
るか、積算は正しく行われているかを確認します。事業課として、
この基準を実際に適用する際に、疑問が出てくる場合がありますの
で、その都度しっかりと確認しておくことが大切です。
　また、要求内容や金額は、そもそも住民や関係機関からみて、問
題がないのか、納得いくものか、という観点からもみることになる
でしょう。
　さらに、財政課内部において、自身の判断、査定案をきちんと説
明できるか、特に財政課長査定をクリアできるか、ということを気
にしながら、査定を行っていくことになります。
　なお、ベテランの予算担当者であれば、如何に自分が必要、正し
いと思う事業を予算化できたかといったことも重視するでしょう。
　査定については、財政課内においては、各部局に対する期待と疑
問、首長や議会の意向の汲み取り、関係住民などからの要望などす
べてのファクターを踏まえて、ある種の相場観を持って進められる
ことになります。絶対的基準はなく、ある種相対的な評価によって、
事業の規模や新しい事業の採択などが行われていくのです。
　事業課としては、対立的ではなく、予算という作品を一緒に制作
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していくという姿勢も大切になります。このためには、予算編成時
期だけではなく、普段から、あらゆる機会をとらえて、コミュニ
ケーションをとりながら、Win-Win の関係づくりができるかです。
事業課でしか得られない情報の財政課担当者への提供などもよい機
会になるでしょう。

（ 2）事業のプロとして臨む
　事業を一番よく知るのは、事業課の担当者のはずです。事業の根
拠から経緯、これまでの実績、将来の方向性まで自分の言葉で語れ
ることを目指しましょう。
　そうなれば、財政担当者とのやりとりにおいて、互いの主張の合
意点などを見つけることもできやすくなります。

（ 3）想定問答の作成
　予算の見積もりの積算基礎となっている対象者の数について、そ
んなに増える理由は何か、すでに民間などで十分対応できているの
ではないか、と言った質問や、公金を投入するような効果はあるの
か、といった定番の質問が査定の中でのやりとりで出てきます。簡
単に答えられるものは別として、事前に、質問を予想して回答を考
えておき、常にアップデートできるようにしておきましょう。最初
は、箇条書き程度でよく、あまり時間をかけるのも本末転倒です。
査定がどんどん上位にあがって、首長査定になった時にもこのこと
が役立つでしょう。さらには、議会対応の準備にもなります。

（ 4）資料の提出
　資料提出については、上司に確認をとった上で提出するのが適当
です。その資料によっては、査定の方向性を左右することもあり、
作成の留意点として、必ずしも財政担当者の意向のみによるのでは
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